


　
　
　
　
ご 

挨 

拶

　
平
素
は
祇
園
祭
函
谷
鉾
の
保
存
伝
承
に
ご
支
援
、

ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
本
年
度
も
前
年
よ
り
継
続
修
繕
事
業
で
あ
っ

た
鉾
四
本
柱
が
い
よ
い
よ
新
調
完
成
し
、今
年
か
ら
お

披
露
目
す
る
事
と
な
って
お
り
ま
す
。

　
ま
た
町
会
所
で
あ
る
鉾
ビ
ル
に
お
い
て
、消
防
設
備

関
係
を
中
心
に
大
改
修
工
事
を
行
い
、老
朽
化
し
て
い

る
ビ
ル
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
も
万
全
の
状
態
と
な
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、「
安
全
に
！
そ
し
て
楽
し
く
！
」を
モ
ッ
ト

ー
と
し
て
い
る
函
谷
鉾
を
こ
れ
か
ら
も
宜
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

　
そ
し
て
公
益
財
団
法
人
と
し
て
一
月
三
十
日
に
移

行
登
記
も
完
了
し
て
お
り
ま
す
の
で
、今
後
も
引
き

続
き
函
谷
鉾
に
対
し
、倍
旧
の
ご
支
援
、ご
協
力
を
重

ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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函
谷
鉾
に
携
わ
る
人
々
の
装
束

　囃
子
方

役
員
の
裃
姿
に
も
家
紋
や
根
付
な
ど
に
特
徴
を
見
出
せ
る
が
、音
頭
と
り
、車
方
、屋
根
方
の
作
事
方
、曳
き
子
は
そ
れ
ぞ
れ
機
能
的
な

姿
の
中
に
函
の
字
を
デ
ザ
イ
ン
的
に
あ
し
ら
っ
て
い
る
。中
で
も
祇
園
囃
子
の
音
と
人
数
で
目
に
付
く
の
は
囃
子
方
の
浴
衣
姿
で
あ
る
。

二
年
毎
に
新
調
さ
れ
反
物
で
貸
与
さ
れ
た
生
地
を
囃
子
方
そ
れ
ぞ
れ
が
仕
立
て
て
着
用
し
て
い
る
。

五
十
年
前
か
ら
の
図
柄
の
移
り
変
わ
り
を
並
べ
て
見
て
み
よ
う
。

昭和３８年(1963)お迎え提灯出発前昭和４１年昭和58年昭和60年昭和6１年昭和63年平成４年（1992）

平成5年平成7年平成９年平成13年平成15年

平成17年平成19年平成21年平成23年平成25年（2013）

昭和52年（1977）

昭和57年

昭和50年

昭和56年

昭和４4年

昭和55年（時代劇撮影）
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函
谷
鉾
に
携
わ
る
人
々
の
装
束 

作
事
方 

曳
き
子

　
鉾
に
は
作
事
三
者
と
い
わ
れ
る
大
工
方
、手
伝
い
方
、車
方
の
作
事
方
が
お
り
、函
谷
鉾
で
は「
三
役
」

と
呼
ば
れ
る
。巡
行
で
は
大
工
方
が
屋
根
方
と
な
り
、電
柱
、電
線
な
ど
の
障
害
物
か
ら
鉾
を
守
る
。鉾

を
組
み
建
て
た
手
伝
い
方
は
音
頭
と
り
と
し
て
鉾
の
進
行
を
促
し
、車
方
は
鉾
の
進
行
を
担
う
。巡
行
で

欠
か
せ
な
い
の
は
曳
き
子
と
呼
ば
れ
る
綱
の
曳
き
手
で
５
０
人
余
り
が
力
を
込
め
て
綱
を
曳
く
。そ
れ
ぞ

れ
が
役
割
に
合
っ
た
機
能
的
な
衣
装
を
着
用
し
て
い
る
。

車方は法被に帯、股引に地下足袋を着用
かぶらでこで進行方向を微調整する

「ヨーイ　ヨーイ　エーンヤラヤー」
音頭とりの掛け声で鉾は進発する

曳き子は法被に帯、差又に足袋、わらじを着用
進発時、辻回しでは息を合わせて力を込める

辻回しでは車方は竹ささらに車輪を乗せ水をかけて車輪を滑らせる
四人に増えた音頭とりの「ヨーイ　ヨロシカロ　ヨーイ　ヨイトセ　ヨイトセ」
の掛け声に合わせ、曳き子は足を踏ん張り、綱を曳く

屋根方は法被に帯、短パンを着用
屋根を守るが熱い屋根の上でも裸足で作業する
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新
調
さ
れ
た
鉾
櫓
の
四
本
柱

函
谷
鉾
の
構
造

　函
谷
鉾
の
蝋
色
塗
四
本
柱
の
錺
金
具
と
し
て
草
木
花
鳥
文
様
を
特
技
と
す
る
円
山
四
条
派

の
絵
師
今
尾
景
年
の
下
絵
に
な
る
「
消
鍍
金
菊
花
模
様
厚
彫
」（
錺
金
物
師
中
野
喜
兵
衛

作
）は
明
治
三
十
六
年（
一
九
〇
三
）に
作
ら
れ
、そ
れ
よ
り
百
拾
年
を
経
過
し
昨
今
錺
金
具

の
色
あ
せ
や
四
本
柱
の
傷
み
も
生
じ
修
理
を
要
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

新
調
の
四
本
柱
は
漆
塗
り
布
貼
本
堅
地
黒
蠟
色
仕
上
げ
で
は

（株）
竹
田
工
務
店
が
、錺
金
具
の

洗
浄
は

（有）
合
場
金
属
が
担
当
し
て
立
派
に
復
元
し
本
年
の
山
鉾
巡
行
よ
り
晴
れ
て
お
目
見

え
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

け
し 

と 

き
ん

あ
つ 

ぼ
り
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祇園祭 函 谷 鉾 協賛企業

マックスシステム㈱

㈱竹田工務店
南・東九条南石田町32番地

㈱熊倉工務店
東・五条通東大路西入

伝統の食文化を伝えます。

株式会社 ナミカワ
南・大宮通八条下る3丁目東寺東門前町9

下・四条通室町東入函谷鉾町87
㈱セノン京都支社
警備業認定　東京都公安委員会30000471号

中・新京極通四条上ル中え町565
☎（256）8778

おいしいドーナツのお店
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函谷鉾にまつわる様々な情報をお届け致します。是非お越し下さい。
㈶函谷鉾保存会ホームページ

平成２６年度　「あすの函谷鉾をつくる会」　役員名簿

「あすの函谷鉾をつくる会」 会員及び広告協賛募集

以下の要綱で会員及び広告協賛を募集しております。

（目　　的） 本会は函谷鉾及び同装飾品等の保存修理、新調並びに祇園祭
祭典執行を継続的に支援する事を目的とする。

（会　　員） ・法人会員　年会費5口以上（1口￥10,000円）
・個人会員　年会費1口以上（　  　〃　  　）

（広告協賛） 協賛金に応じ函谷鉾冊子に広告を掲載。

（特　　典） 拝観券、厄除けちまき券、記念品、冊子を贈呈致します。
※送付は入会確認後7月上旬予定

※ご興味のある方は、郵便番号、ご住所、ご氏名、連絡先（電話番号）を
　ファックスにてご連絡下さい。次年度にご案内申し上げます。

「あすの函谷鉾をつくる会」 事務局
電話／ファックス 075-254-6655
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